
連載 1１「Yes、Noの秘密」 

明星学園で暮らしている多くの方々は、

しゃべることができません。乳児が、「ま

んま」とか「バイバイ」とか、ひとこと、

ふたことしゃべり始めるのが、およそ一

才～一才三ケ月ですから、この基準をそ

のまま当てはめれば、明星学園の方々の

言語の発達年齢は一歳以下ということに

なります。 

ところが、この言語発達年齢一才以下

という表現には、毎日、重度の知的障がい

の方々とおつきあいをさせて頂いている

私たちにとっては、大きな違和感があり

ます。それは、「彼らが考えたり、感じた

りしていることは、一歳の赤ちゃんと同

じじゃない」と日々のおつきあいの中で

感じているからです。 

その違和感を感じる理由は、実はこん

なところにあります。言語発達というの

は、理解言語（話されていることを分かる

力）と表出言語（考えたり、感じたりして

いることをしゃべる力）の２つの領域に

分けて考えることができるのですが、知

的障がいの方々の大きな特徴が、「多くの

ことを考えたり、感じたりしているのだ

が、それを言葉として上手に表現するこ

とができない」ということにあるからな

のです。つまり、表出言語発達年齢は、一

歳以下であっても、理解言語発達年齢は、

その年齢よりもはるかに高いところにあ

るということです。 

一般的な常識では、「理解言語発達年齢

と表出言語発達年齢とはほぼ同じ」とい

うことになっています。「その人が、しゃ

べっている内容と分かっている内容はほ

ぼ同じ」と考えるわけです。だから、その

常識からは、「しゃべることができない人

は、感じたり考えたりしていることも幼

いはずだ」という誤った結論を導き出し

てしまうのです。 

Ａ子さん、「今度の面会、どうしよう

か？お母さん、また会いたいんだって、電

話が来たんだよ」、そんな職員の話しかけ

に、目をまん丸くして、見つめ返してきま

す。Ａ子さんには、もちろん発語はありま

せん。「二週間前に行事があって、会った

ばかりだよね、ここ二、三年、ずっとお母

さんからの自立を考えているＡ子さんだ

から、そんなに会わなくてもいいよと考

えているんじゃないかと、職員は思って

いるんだけど、どうかなあ？」「面会す

る？」じっと、職員を見つめているＡ子さ

んです。そして、次には目をつぶってしま

いました。そこで職員が、「面会、断わる？」

と尋ねます。また目を見開いたＡ子さん

は、今度はゆっくり唾を飲み込みました。

彼女にとって、「目をつぶる」は、「No」で、

「唾を飲み込む」は「Yes」なのです。 

Ｂ男さん、「父の日のプレゼント、何に

しようか？」問いに、職員の方に身体をし

っかり向けて、次に続く職員のことばを

待ってくれています。「去年は、確か、帽

子だったかな？お父さん、帽子大好きだ

ったんだよね」お父さんが亡くなってか

らも、父の日のプレゼントをずっと続け

ているＢ男さんです。実家の亡き父の部

屋には、いくつもの彼からのプレゼント

の帽子が整然と並べられているそうです。

「ハンカチ？靴下？‥」職員の顔ばかり

見て、表情の変わらないＢ男さんです。

「帽子？」と尋ねたところで、彼の目がカ

ッと見開かれました。やっぱり今年もプ

レゼントは帽子のようです。彼の「Yes」

は「目を見開く」なのです。 

さて、Ｃ男さん、彼は、「目をつぶる」

を「Yes」にしています。「今度のフルーツ

パーティー、誰を呼ぼうか？」フルーツが

大好きな彼は、一ケ月に一回、豪華フルー

ツケーキパーティーを担任の職員二人だ

けで開催していました。そこで今度は、そ

の輪をどんどん広げていこうという話に

なって、招待する職員や他のメンバーさ

ん方を選抜することになりました。写真

を見せながら、「呼ぶ？」と聞きます。す

ると彼は、ちょうどのタイミングで、目を

つぶってくれるのです。 

どうですか？かれらの実力！そして、

それを支えるのは、支援職員の観察力と

研究心ですね。 


